


























































戦後，世界貿易は，GATT を中心として自由化が進められ，日本は GATT 加盟以降，段階的
に農産物の自由化を図ってきた。1985年のプラザ合意による円高は，日本経済に大きな変革を
























表1 農業保護率（Producer Support Estimate（PSE））
２０００ ２００５ ２０１０ ２０１５ ２０１６
オーストラリア ３.７ ３.６ ３.０ １.８ ２.０
日本 ５９.７ ５３.８ ５４.１ ４４.１ ４８.０
韓国 ６６.１ ５９.６ ４４.６ ５０.８ ４９.２
ニュージーランド ０.３ １.４ ０.６ ０.６ ０.９
スイス ６７.２ ６３.８ ４６.０ ５９.０ ５８.２
アメリカ ２２.７ １５.０ ８.６ ９.６ ８.７
ＥＵ２８ ３３.２ ３１.２ ２０.３ １９.１ ２１.０
ＯＥＣＤ計 ３２.９ ２７.６ １９.９ １７.９ １８.８
ブラジル ７.１ ７.７ ６.４ ２.６ ４.９
中国 ３.７ ７.７ １２.３ １５.７ １４.５
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